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会 議 概 要 

会 議 の 名 称  第１９回久喜市学校給食審議会 

開 催 年 月 日 平成２８年５月２６日（木） 

開 始 ・ 終 了 時 刻  午前１０時００分 開始   午後０時００分 終了 

開 催 場 所 鷲宮総合支所（４階）４０５会議室 

議 長 氏 名  議長 村田文雄 

出 席 委 員 (者) 氏 名 
清野芳子、奥野一枝、梅原克彦、村田文雄、長谷川智美、 

松永喜代子、大谷宥仁、安藤春美、根本昌子、大濵万知子 

欠 席 委 員 (者) 氏 名 舘野栄男、石垣正順、堀内俊吾、野原秋男、岡安貢 

説 明 者 の 職 氏 名 田口課長補佐兼保健給食係長、深谷鷲宮学校給食センター所長 

事務局職員職氏名 

 関根教育部長、真田教育部副部長、赤岩学務課長、川羽田学務課

指導主事兼主幹 深谷学務課主幹兼鷲宮学校給食センター所長、

田口学務課課長補佐兼保健給食係長、小池主査 

会 議 次 第 

 第１９回久喜市学校給食審議会 

  １ 開会 

 ２ あいさつ 

  ３ 審議事項 学校給食費の改定について 

 ４ その他 

 ５ 閉会 

配 布 資 料 
１ 次第 

２ 久喜市学校給食審議会第１９回資料 

会 議 の 公 開    

又 は 非 公 開 
 公開 

傍 聴 人 数  １人 
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様式第 2 号(第 5 条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

川羽田主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様、おはようございます。 

委員の皆様におかれましては、ご多忙の中、ご出席を賜り感謝を申し

上げます。 

私は、本日の司会進行を務めさせていただきます学務課指導主事兼主

幹の川羽田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

会議に先立ちまして、資料の確認をさせていただきます。本日配布し

ております会議資料は、会議次第、久喜市学校給食審議会第１９回資料

の２点でございます。ご確認の上、不足等ございましたらお申し付けく

ださいますようお願いいたします。 

それでは、ただいまから第１９回久喜市学校給食審議会を開催いたし

ます。なお、本日は、委員１５名中、出席者１０名、欠席者５名でござ

います。久喜市学校給食審議会条例第５条第３項の規定によりまして、

委員の出席数が過半数を超えており、本審議会が成立いたしますことを

ご報告申し上げます。また、本日の傍聴者は１名でございますのでご報

告させていただきます。 

それでは、次第の２あいさつを本審議会の会長である村田様からお願

いいたします。 

 

はい。皆様、おはようございます。 

今日もまた暑くなるかと思われるところでございますが、お忙しいと

ころお集まりいただきありがとうございます。 

学校の方も４月から始まって２か月が経ちました。先週の土曜日には

市内の小・中学校１４校で運動会が行われ、来週は中学校では部活の大

会、３年生にとっては最後の大会が、また、小学校でも陸上大会が開か

れるということで、いよいよ部活動も本格化してきたところでございま

す。また、給食の方も毎日おいしい給食ということで楽しみにしている

ところでございます。 

今日は、審議会の方で協議事項が沢山ございますがよろしくお願いい

たします。 
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川羽田主幹 

 

 

 

 

 

 

 

大濵委員 

 

川羽田主幹 

 

 

 

 

関根部長 

 

川羽田主幹 

 

真田副部長 

 

 

川羽田主幹 

 

赤岩課長 

 

 

川羽田主幹 

 

 

深谷主幹 

兼所長 

 

川羽田主幹 

 

ありがとうございました。 

次に、委員さんの交代がございましたので、ここでご紹介をさせてい

ただきます。 

幸手保健所から選出されておりました 中村里美様が、４月１日付けの

人事異動により同保健所から異動された関係で、当委員会の委員を退職

されました。後任として大濵万知子様が就任いたしましたのでご紹介を

させていただきます。大濵様どうぞよろしくお願いいたします。 

 

幸手保健所の大濵と申します。よろしくお願いいたします。 

 

また、本日の会議は、今年度はじめての会議でございまして、本年４

月１日付けの人事異動により、事務局職員に異動が生じておりますので、

ここで出席している職員の紹介をさせていただきます。 

教育部長 関根 武視 でございます。 

 

はい。関根でございます。今年度もよろしくお願いいたします。 

 

教育副部長 真田 稔 でございます。 

 

はい。４月１日から教育委員会の副部長兼教育総務課長に拝職されま

した真田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

教育部学務課長 赤岩 保宏 でございます。 

 

赤岩でございます。昨年度に引き続きまして今年度もよろしくお願い

いたします。 

 

学務課主幹兼鷲宮学校給食センター所長 深谷 英治 でございま

す。 

 

はい。深谷でございます。昨年度に引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

 

学務課課長補佐兼保健給食係長 田口 一美 でございます。 
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田口課長補佐 

兼係長 

 

川羽田主幹 

 

小池主査 

 

川羽田主幹 

 

 

川羽田主幹 

 

 

 

 

村田会長 

 

 

 

 

 

 

 

田口課長補佐

兼係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい。田口と申します。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

  

 

学務課保健給食係主査 小池 恵子 でございます。 

 

はい。小池です。よろしくお願いいたします。 

 

私、学務課指導主事兼主幹 川羽田 恵美 でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

それでは、議事に入ります。会議の進行につきましては、久喜市学校

給食審議会条例第５条第１項において、会長が議長となる旨の規定がご

ざいますので、村田会長に議長をお願いしたいと存じます。 

村田会長、よろしくお願いいたします。 

 

はい。それでは、暫くの間、議長を務めさせていただきます。円滑に

議事が進みますよう皆様方のご協力をお願いいたします。 

はじめに、議事録の署名人についてでございますが、順番によりまし

て長谷川委員さんをご指名したいと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

それでは、本日の議題であります「学校給食費の改定について」事務

局から説明をお願いいたします。 

  

改めまして、皆さん、おはようございます。私の方から本日の資料の

説明をさせていただきますのでよろしくお願いいたします。着座にて失

礼いたします。 

まず、はじめに、委員の皆様にお詫びを申し上げます。前回の会議の

際に次回の会議資料は会議の１週間前までにお渡しするということをお

話させていただきましたが、実際にお渡しできたのが２日前となってし

まいました。また、一部の資料は本日この場でのお渡しとなりまして十

分お目通しいただく時間を設けることができませんでした。お詫び申し

上げます。 

それでは、資料の説明に入らせていただきます。順番といたしまして

事前にお渡しいたしました「資料１」から「資料６」について先に説明

をさせていただきます。 
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それでは、「資料１」をご覧いただきたいと思います。こちらの資料は

２枚つづりとなっておりまして、１枚目が小学校、２枚目が中学校とな

っております。 

学校給食用物資価格比較表でございまして、牛乳と主食の価格の比較、

平成２４年度から平成２８年度までの１食あたりの単価の実績でござい

ます。それから、それを基にした平成２９年度から平成３１年度までの

想定価格を作った資料となっております。 

１枚目をご覧いただきたいと思います。一番上の牛乳でございます。

牛乳は平成２８年度の税込価格が５１円７１銭となっております。平成

２４年度の税込価格が４６円４９銭でございました。この４年間の間に

税込価格で５円２２銭高くなったということになります。価格の上昇率

でございますが、平成２６年に消費税率が５％から８％に切り替わって

おりますので価格の上昇率は税抜きで検討してみました。 

税抜価格の上昇率ですが、平成２４年度から平成２８年度までの４年

間の間に８.１３％高くなっております。４年間で８.１３％でしたので

年平均で申し上げますと２.０３％価格が上がっております。年平均約

２％ですのでこの先２％ずつ価格が上昇していった場合、どれくらいの

価格になるかと申しますと、税込価格で平成２９年度が５２円７５銭、

平成３０年度が５３円８０銭、平成３１年度が５４円８７銭となります。 

次の段、白飯です。ご飯７０グラムの単価となっております。平成２

８年度の税込価格は４６円４１銭でございます。平成２４年度の税込価

格が４６円３１銭ということで、平成２４年度との比較では１０銭価格

が上昇しております。 

税抜価格の価格上昇率ですが、こちらは価格が下がっておりまして、

４年間で２.５６％下がっております。年平均ではマイナス０.６４％と

なります。４年間の平均でみますと価格が下がっているわけでございま

すが、ご飯の場合、価格の上昇、下降がかなり大きくありまして、１年

ごとに見てまいりますと、平成２５年度約１０％価格が上昇しておりま

す。そうかと思えば、平成２６年度には８％価格が下がっておりまして、

かなりの乱高下となっております。平均すると価格が下がっております

が、この先も価格が下がると見るのはかなり危険ではないかと思われま

す。 

では、今後どれくらい価格が上がっていくのか、どれくらいの価格に

なるのか予測することは難しいところでございますが、平成２８年度は

１.７３％価格が上昇しておりますので、仮にこの先同じように価格が上
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昇した場合、１.７％ずつ価格が上昇した場合を想定して資料をつくって

みました。 

その場合、平成２９年度が４７円２０銭、平成３０年度が４８円、平

成３１年度が４８円８２銭となります。 

次に、食パンの価格でございます。こちらは６０グラムの単価となっ

ております。平成２８年度の単価でございますが４８円２３銭でござい

ます。平成２４年度が４５円２６銭でございまして、４年間の間に２円

９７銭高くなっております。 

税抜価格の価格上昇率でございますが、４年間で３.６２％上昇してお

ります。年平均で申し上げますと０.９％ということになります。 

そこで、今後も０.９％ずつ価格が上昇したと想定いたしますと、平成

２９年度が４８円６６銭、平成３０年度が４９円１１銭、平成３１年度

が４９円５５銭となります。 

次に、資料の一番下の地粉うどんです。こちらは８０グラムの単価と

なっております。平成２８年度の単価でございますが４８円１銭、平成

２４年度が４４円９６銭でございましたので、４年間で３円５銭価格が

上昇しております。 

税抜価格の価格上昇率でございますが、４年間で３.８１％上昇してお

りまして、年平均では０.９５％ということになります。この先０.９５％

ずつ価格が上昇したと想定いたしますと、平成２９年度が４８円４６銭、

平成３０年度が４８円９２銭、平成３１年度が４９円３９銭となります。 

次に、資料の２枚目、こちらは中学校となりまして、同じように価格

を想定したものとなっております。 

牛乳は、小学校と同じものを使っておりますので、価格は小学校と同

じとなります。 

ご飯は、中学校では１００グラムとなりまして、価格の上昇率は小学

校と同じで想定しております。 

食パンは、小学校では６０グラムでございますが、中学校では８０グ

ラムとなっております。 

地粉うどんは、小学校では８０グラムでございますが、中学校では１

００グラムとなっております。 

量の違いにより価格が小学校と異なっておりまして、価格の上昇率も

小学校と中学校で若干異なっております。 

食パンは、小学校では年平均０.９％でございますが、中学校では０.

８４％となります。 
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地粉うどんは、小学校では年平均０.９５％でございますが、中学校で

は０．９６％となります。 

このため、食パンは、年平均０.８４％、地粉うどんは、年平均０.９

６％の価格上昇率で積算しております。 

続きまして、「資料２」をご覧いただきたいと思います。こちらも牛乳

と主食の想定価格を作ったものでございます。「資料１」との違いでござ

いますが、食パンと地粉うどんについては「資料１」と同じとなってお

りますが、牛乳と白飯については「資料１」より若干価格の上昇率を低

く見ております。 

「資料２」の１枚目、小学校の牛乳価格をご覧いただきたいと思いま

す。「資料１」では、今後の価格上昇率を年平均２％で見てまいりました

が、牛乳については、年度によって価格の変動がかなりございます。平

成２６年度は４.１７％の価格上昇率でございますが、平成２８年度は

０.２７％ということで、かなり下がっております。 

先程、年平均２.０３％ということで説明をいたしましたが、これは４.

１７％という数字に引っ張られた結果だと思われます。仮にこの先４.

１７％という高い価格上昇率はない、４.１７％は例外的な数字だと見た

場合、残りの３年間で見た価格の平均上昇率は１％ちょっとということ

になります。 

そこで、「資料２」では、価格の平均上昇率を２％ではなく１％以内で

納まるのではないかということで想定した価格となっております。そう

しますと、平成２９年度が５２円２３銭、平成３０年度が５２円７５銭、

平成３１年度が５３円２８銭となりまして、先程の「資料１」と比較い

たしますと少し低い価格となります。 

次に、白飯でございます。ご飯でございますが、先程は、今後の価格

上昇率を年平均１.７％で見てまいりました。今年度の価格上昇率が１.

７３％というとで、これと同等の場合を想定したわけでございますが、

お米につきましては、価格が大きく上がる年もあれば、大きく下がる年

もございます。 

そこで、年平均で見た場合、さすがに１.７％も上がらないのではない

か、平均すれば１％以内で収まるのではないかということで想定した価

格となっております。 

この先、１％ずつ価格が上昇していくと想定いたしますと、平成２９

年度が４６円８７銭、平成３０年度が４７円３４銭、平成３１年度が４

７円８１銭となりまして、こちらも「資料１」と比較いたしまして少し
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低い価格となっております。 

２枚目の中学校につきましても同じように積算した結果となっており

ます。 

続きまして、「資料３」をご覧いただきたいと思います。こちらは国で

出しております消費者物価指数でございます。前回の会議の際は、口頭

で説明させていただきましたが、目に見えた方がわかりやすいだろうと

いうことで今回は資料として付けさせていただきました。 

 平成２２年が基準となっておりまして、平成２２年を１００とした場

合の消費者物価指数となっております。表の中程に食料がございますが、

現在の給食費を積算した平成２４年の平均が９９.７、昨年、平成２７年

の平均が１０６.６となっております。３年間で６.９ポイント上昇して

おりまして、年平均では２.３ポイントの上昇となります。 

表の真ん中あたりに平成２８年の指数がございまして、直近の３月は

１０８.３ということで、平成２７年の平均よりさらに高い数値となって

おります。食料の右隣に生鮮食品がございますが、こちらはさらに高い

数値となっております。 

続きまして、「資料４」をご覧いただきたいと思います。「資料４」は、

４枚つづりとなっております。１枚目と２枚目が小学校、３枚目と４枚

目が中学校となっておりまして、県内各市町村の調理方式、年間喫食回

数、給食費の月額、日額、給食費の改定年度、それから、牛乳、ご飯、

パン、麺を学校給食会から購入しているのか、それ以外の事業所から購

入しているのか、パンの包装紙代を保護者が負担しているのか、自治体

で負担しているのかを調査した表となっております。今年のゴールデン

ウィーク前後にかけて調査した結果となっております。 

それでは、小学校の方をご覧いただきたいと思います。自治体の名前

がずらっと並んでおりますが、こちらは給食費の日額の高い順に並んで

おります。日額でございますが、８月は夏休みで給食がありませんので、

通常年間１１回払いとなっておりますことから給食費月額に１１回を掛

けました。そうして算出した年間の給食費を喫食回数で割ったものを日

額として出しております。 

表の左側に◎、○、●がございます。◎が今年度、平成２８年度に給

食費を改定した自治体、○が昨年度、平成２７年度に給食費を改定した

自治体、●が一昨年度、消費税率が５％から８％に引き上げられた平成

２６年度に給食費を改定した自治体となっております。こうして見ます

とほとんどの自治体が消費税増税後に給食費の改定を行っているという
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のがわかるかと思います。また、日額の上位の自治体でございますが、

今年度または昨年度に改定した自治体が多くなっているというのがわか

るかと思います。 

前回の会議の際に、幸手保健所の中村委員さんからご意見をいただき

ました。いただいた内容ですが、パンの包装紙代が給食費に含まれてい

るところ、含まれていないところがあるのではないか。それから、給食

費の振込手数料が給食費に含まれているところ、含まれていないところ

があるのではないか、というご意見でございました。 

資料にはないのですが、今回、各市町村への調査の中で、給食費に何

を含めておりますかという調査を行いました。食材費、光熱水費、その

他、何を含めておりますかという調査を行ったところ、全ての市町村が

食材費のみという回答で、光熱水費、その他を含めているという市町村

はありませんでした。このようなことから、振込手数料を給食費に含め

ている市町村はないと思われます。 

また、パンの包装紙代ですが、現在、１食あたり税別で３円包装紙代

がかかっております。そちらの価格を給食費に含めて保護者の方が負担

しているのか、それとも自治体で負担しているのか調査した結果が表の

一番右にございます。久喜市を含めてほとんどの自治体が給食費に含め

て保護者の方が負担しているという形になっております。自治体が負担

していると回答した自治体は、八潮市さん、東秩父村さん、川口市さん、

吉見町さん、戸田市さんの５箇所となっております。 

それから、現在、久喜市では、牛乳、ご飯、パン、麺を学校給食会か

ら仕入れておりますが、同じく中村委員さんから、必ずしも学校給食会

から仕入れなくてもいいのではないか、それ以外から仕入れている自治

体もあるのではないかというご意見がございました。 

そこで、牛乳、ご飯、パン、麺について、どこから仕入れているのか

調査した結果を表の右側の方に示しております。 

牛乳のところを見ていただきたいと思います。給食会と書かれている

欄に○が付いているところが学校給食会を通じて仕入れている自治体で

ございます。民間という欄に○がついているところが学校給食会を通じ

ないで個別に民間の事業所から仕入れている自治体でございます。 

牛乳につきましては、ほとんどの自治体が学校給食会を通じて仕入れ

ておりまして、学校給食会を通じていないのは２枚目にある美里町さん

のみとなります。美里町さんに何故そのようなやり方をしているかお聞

きしたところ、昔からそのようなやり方をしているということで明確な
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理由はわかりませんでした。参考までに価格をお聞きしましたところ、

学校給食会と全く同じ価格ということで個別に仕入れることで安くなる

ということはございませんでした。 

ご飯、パン、麺についてでございますが、ご飯については、学校給食

会を通じて仕入れているところもあれば、自前で炊飯しているところも

ございます。そのような中、民間から仕入れているところが１箇所だけ

ございました。飯能市さんになります。 

飯能市さんにお聞きしたところ、地元企業なのでそちらを使っている

という理由でございました。価格についてお聞きしましたところ、こち

らも学校給食会と全く同じ価格で購入しているということで、民間企業

から購入することで価格が安くなるということはございませんでした。 

また、パンにつきましては、全ての自治体が学校給食会を通じて仕入

れておりまして、いくつかの自治体は民間企業との併用を行っておりま

す。 

麺でございますが、ほとんどの自治体が学校給食会を通じておりまし

て、学校給食会を通じていないというのは和光市さんのみとなっており

ます。 

和光市さんに理由をお聞きしましたところ、久喜市と状況が違ってお

りました。久喜市では、麺の場合、袋に入って一人ずつ小分けされてお

ります。それを食べるときに開けておつゆに入れて食べておりますが、

和光市さんの場合、最初からおつゆの中に麺が入っておりまして、小分

けされていないそうです。そのため、学校給食会を使っていないそうで

す。おつゆやおかずの食材と同じように民間の事業所から仕入れている

ということで、久喜市とは状況が異なっております。 

また、パンと麺について、学校給食会と民間の事業所を併用している

自治体がございます。こちらについても何故民間企業から直接仕入れて

いるのかいくつかの自治体にお話を伺ってみました。理由といたしまし

ては「学校給食会が指定した事業所よりも味がおいしいから」「素材がい

いから使っています」「地元企業なのでたまに使っています」「麺の場合

ですがメニューによって使い分けています」「焼きそばのときだけ民間事

業所から仕入れています」といった理由がございまして、価格が安いか

らという理由はございませんでした。 

「資料４」につきましては、このような形で、調理方式、喫食回数、

給食費、学校給食会を使っているかなどを調べた結果となっておりまし

て、中学校の方も同様な結果となっております。 
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続きまして、「資料５」と「資料６」をご覧いただきたいと思います。 

はじめに「資料６」の方をご欄いただきたいと思います。前回の会議

の際に清野委員さんから他の自治体の献立表、給食費の高いところ、安

いところ、いくつか出していただけると検討できるのではないかという

ご意見をいただきまして、他の自治体の献立表を載せてみました。「資料

６」は２枚つづりとなっておりまして、１枚目が小学校、２枚目が中学

校の献立表となっております。 

１枚目、小学校でございますが、左側が入間市さん、右側が加須市さ

ん、２枚目、中学校でございますが、左側が越谷市さん、右側が三郷市

さんの献立となっておりまして、左側の入間市さんと越谷市さんが給食

費の日額が比較的高い自治体、右側の加須市さんと三郷市さんが給食費

安めの自治体となっております。 

左右を比較して皆様何か感じられましたでしょうか。私自身１枚目の

入間市さんと加須市さんを比べてみて思ったことは、入間市さんの方が

主食のバリエーションが非常に豊富だなあと感じたところです。ご飯で

すけれども“かわりご飯”と呼ばれる混ぜご飯が非常に多いという印象

を持ちました。一方、加須市さんの方は“ごはん”ということで白いご

飯が多くなっております。パン、麺につきましても入間市さんの方がバ

リエーションが多くなっておりまして、給食費が高い分主食のメニュー

が豊かになっているという感想を持ちました。 

２枚目の方でございますが、越谷市さんと三郷市さんを比べてみまし

て、やはり左側の越谷市さんの方が主食のメニューに色々なものがある

なという感想を持ちました。右側の三郷市さんの方は“ごはん”が多く

なっておりまして、給食費の関係から“かわりご飯”を出すのは難しい

のかなと感じたところです。 

その上で「資料５」をご覧いただきたいと思います。「資料５」は、久

喜市の今月の献立を載せたものとなっております。久喜市では、久喜地

区、菖蒲地区、栗橋地区、鷲宮地区、それぞれメニューが異なっている

わけですけれども、ここではサンプルといたしまして、提供数の多い久

喜地区と鷲宮地区の献立を載せてみました。先程の「資料６」と比べて

みまして久喜市のメニューはいかがでしょうか。やはり“かわりご飯”

と呼ばれる混ぜご飯は給食費の関係で出すのが難しくなっておりまし

て、白いご飯が多くなっております。久喜市と県内の給食費の高い自治

体、安い自治体の献立はこのようになっております。「資料１」から「資

料６」までの説明は以上でございます。 
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続きまして、本日お配りした資料の説明に入らせていただきます。本

日お配りいたしました「久喜市学校給食審議会第１９回資料」の１ペー

ジをご覧いただきたいと思います。 

１ページの上段「１ 改定後の学校給食費を適用する期間について」  

近年、食材価格は上昇傾向が続いております。このようなことから今後

も少しずつ食材価格は上昇していくことが予想されます。食材価格の上

昇に合わせて１年ずつ毎年給食費を上げるわけにはいきませんので、給

食費の改定については、何年かに１回ということで、将来的な価格の上

昇分を加味して設定する必要がございます。 

また、将来的な価格の上昇を加味するにあたりましては、いつまでの

価格とするか、期間を長く見込む程、価格の上昇幅が大きくなってまい

ります。３年先より５年先、５年先より１０年先の方が価格の上昇が見

込まれまして、長い期間見込む程、改定時における保護者の負担額が大

きくなってしまいます。 

そこで、今回の見直しにあたりましては、平成２９年度から平成３１

年度までの３年間の給食費として検討したいと思います。来年度、改定

いたしますので、平成２９、３０、３１年度までの給食費として検討し

てまいりたいと考えております。平成３２年度以降につきましては、平

成３１年度に改めて検討するものといたします。ただし、それまでの間

に物価の急激な変動等がありまして、やむを得ない事情がある場合には

必要に応じて検討させていただきたいと考えております。 

続きまして、「２ 現在の状況について」でございます。前回のおさら

いになりますけれども、現行の給食費は平成２４年度に改定しておりま

す。 

小学校は、牛乳が４６円５銭、主食が４６円３８銭、副食が１３８円

５４銭で想定しておりまして、１食あたりの単価は２３０円９７銭、約

２３１円となります。月額は３,８８４円５０銭ということで、実際には

３,８８０円いただいております。 

中学校の方は、牛乳が４６円５銭、主食が６１円、副食が１７１円２

７銭で、１食あたりの単価は２７８円３２銭、約２７９円となります。

月額は４,６０４円９３銭となりまして、実際には４,６００円いただい

ております。 

このような形で想定したわけでございますが、実際はどうなのか。平

成２７年度の結果を１ページの下段に掲載させていただきました。こち

らは久喜地区、全農食品さんにお願いしている久喜地区の実績となりま
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す。なお、給食回数でございますが、昨年度から小学校は１８８回、中

学校は１８５回となっております。 

それでは、小学校の方から見てまいります。昨年度の牛乳の価格は５

１円５７銭でございました。こちらは単価が決まっております。主食は

４７円１６銭、副食は１３５円１６銭、牛乳、主食、副食を合わせた１

食あたりの単価は２３３円８９銭となっております。主食と副食につき

ましては、年間の賄材料費から年間の喫食者数で割った単価となってお

ります。牛乳と主食は平成２４年度に想定した価格よりも高くなってお

ります。牛乳は５円５２銭高くなっておりまして、主食の方も７８銭高

くなっております。牛乳と主食が高くなっておりますので、副食はその

分削るような形で対応しているわけでございますけれども、１３３円１

６銭かかっておりまして、１食あたりの単価は２３３円８９銭となりま

して、保護者の皆様から給食費としていただいている２３１円をオーバ

ーしております。オーバーした分につきましては、保護者の方に負担し

ていただくわけにもいきませんので、昨年度、補正予算を組みまして対

応しております。なお、副食でございますが、平成２４年度に想定した

価格は１３８円５４銭、昨年度は１３５円１６銭ということで、３円３

８銭減額して対応しております。 

続きまして、中学校の方を見てまいります。牛乳の価格は小学校と同

じ２００ｃｃのものを使っておりますので５１円５７銭となります。主

食は６２円６銭、副食は１６９円４銭となりまして、牛乳、主食、副食

を合わせた１食あたりの単価は２８２円６７銭となっております。こち

らも牛乳と主食は平成２４年度に想定した価格よりも高くなっておりま

して、牛乳は５円５２銭、主食は１円６銭高くなっております。牛乳と

主食が高くなっておりますので、副食の方は２円２３銭減額して対応し

ております。こちらも平成２４年度に想定した価格２７８円３２銭と比

べますと、昨年度は２８２円６７銭かかっておりますので、４円３５銭

オーバーしております。こちらもオーバー分については、補正予算で対

応しております。平成２７年度の状況はこのようになっておりまして、

現行の給食費での対応がかなり難しくなっております。 

続きまして、２ページをご覧いただきたいと思います。「３ 平成２９

年度以降における食材価格の見込みについて」でございます。先程「資

料１」「資料２」を見ていただきましたが、平成２４年度から平成２８年

度までの４年間の価格上昇率、年平均でございます。 

牛乳は、小学校、中学校ともに平均２.０３％上昇しておりました。ご
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飯につきましては、マイナス０.６４％、食パンは、小学校０.９％、中

学校０.８４％の上昇でございました。地粉うどんは、小学校０.９５％、

中学校０.９６％の上昇でございました。 

副食についてでございますが、こちらは学校給食会での価格では積算

できませんので、消費者物価指数を使ってみました。先程「資料３」を

見ていただきましたが、消費者物価指数は、平成２４年の平均が９９.

７ポイント、平成２７年の平均が１０８.３ポイントでございまして、３

年間に６.９ポイント上昇しております。年平均２.３ポイントというこ

とで、副食については、２.３％で見ております。 

それでは、平成２９年度以降の価格が具体的にいくらになるか見てま

いります。 

《想定１》でございます。こちらは先程見ていただきました「資料１」

を基にしております。 

牛乳は、この先２％ずつ価格が上昇していくと見込みますと、平成３

１年度の予想価格は５４円８７銭となります。 

白飯、ご飯でございますが、価格上昇率１.７％で見込みますと、平成

３１年度の予想価格は４８円８２銭となります。 

食パン、価格上昇率０.９％で見込みますと、平成３１年度の予想価格

は４９円５５銭となります。 

地粉うどん、価格上昇率０.９５％で見込みますと、平成３１年度の予

想価格は４９円３９銭となります。 

副食、価格上昇率２.３％。平成２４年度の価格設定が１３８円５４銭

でございましたので、この価格が平成３１年度まで２.３％ずつ上昇して

いくと仮定いたします。平成２５、２６、２７、２８、２９、３０、３

１年度と７年間ございますので、２.３％を７年分掛けて計算いたします

と、１６０円８４銭となります。 

中学校の方です。牛乳ですが、２％ずつ価格が上昇していくといたし

ますと、平成３１年度の予想価格は５４円８７銭となります。ご飯、白

飯でございますが、６９円７４銭、食パン５３円６７銭、地粉うどん５

８円、副食１９８円８４銭となります。 

続きまして、３ページをご覧いただきたいと思います。《想定２》でご

ざいます。先程の《想定１》は、価格の上昇率をかなり厳しく見ており

ましたが、こちらの《想定２》では、価格の上昇率を少し楽観的に見た

想定となっております。 

《想定２》では、牛乳と白飯の価格上昇率を「資料２」を基にして年
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平均１％で見ております。副食につきましては、先程の「資料１」では

平成２４年度から７年分の上昇で見ておりましたが、こちらの《想定２》

では２年分の上昇で見ております。 

小学校の方を見てまいります。牛乳です。こちらは価格上昇率を年平

均１％で見ておりまして、平成３１年度の予想価格は５３円２８銭とな

ります。 

白飯、ご飯でございますが、こちらも価格上昇率を年平均１％で見て

おりまして、平成３１年度の予想価格は４７円８１銭となります。 

食パン、こちらは《想定１》と同じになりますが、平成３１年度の予

想価格４９円５５銭となります。 

地粉うどん、こちらも《想定１》と同様で４９円３９銭となります。 

副食です。先程の《想定１》では７年分の価格上昇率で見ておりまし

たが、こちらの《想定２》では平成２４年度からの物価の上昇を見るの

ではなく、平成２９年度に改めて１３８円５４銭からスタートしましょ

うという想定で作っております。 

小学校では、平成２４年度の時点で１３８円５４銭でございました。

その後、平成２６年に消費税率の上昇があり、さらに物価の上昇がござ

いましたが、昨年度、平成２７年度の久喜地区では、小学校の副食を１

３５円１６銭で実施しておりましたので、１３８円５４銭まで上昇でき

れば、それだけでも３円３８銭の余力が生まれますので、平成２９年度

にもう一度１３８円５４銭でやってみましょうということで、その後の

物価の上昇分、平成３０年度、３１年度の物価上昇分については、２.

３％ずつ掛けた想定となっております。そのような想定をいたしますと

平成３１年度の予想価格は１４４円９１銭となります。 

次に、中学校の方です。中学校も同じように計算いたしまして、牛乳、

５３円２８銭。白飯、ご飯でございますが６８円３１銭。食パン５３円

６７銭。地粉うどん５８円。副食１７９円１５銭ということで、牛乳と

白飯、副食については、それぞれ《想定１》より価格を抑えた想定とな

っております。 

続きまして、４ページをご覧いただきたいと思います。 

「４ 給食費の見直し（案）」給食費の見直し案といたしまして、私ど

もの方で３点見直し案を作ってみました。これについてご説明させてい

ただきます。 

まず、４ページの上段になります。案の１です。平成２９年度以降の

価格見込みでございます。先程、見ていただきました《想定２》、安い方
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の《想定２》を基準に積算したものとなっております。 

小学校では、牛乳価格５３円２８銭、主食４８円４７銭、副食１４４

円９１銭、牛乳、主食、副食を足した１食あたりの単価は２４６円６６

銭、月額にいたしますと４,２１５円６４銭となります。なお、主食でご

ざいますが、１週間の主食を白飯３回、食パン１回、地粉うどん１回提

供した場合を想定しております。牛乳と主食を足した合計は１０１円７

５銭となります。 

現行給食費との比較でございますが、現行給食費の１食単価は２３０

円９７銭でございまして、案の１の単価が２４６円６６銭でございます

ことから、差額は１５円６９銭となります。月額でございますが、現行

給食費の月額は３,９４７円４８銭でございます。 

先程１ページでは現行の小学校の月額単価が３,８８４円５０銭とな

っておりましたが、こちらは１８５回の給食回数で計算したものとなっ

ております。昨年度から小学校の給食回数は１８８回となっており３回

分増えております。３回分を足して１１回で割りますと月額は３,９４７

円４８銭となりますことからこちらとの比較を行っております。案の１

の月額は４,２１５円６４銭でございまして、差額は２６８円１６銭とな

ります。 

中学校でございます。こちらは、牛乳が５３円２８銭、主食が６３円

３２銭、副食が１７９円１５銭、牛乳、主食、副食を足した１食あたり

の単価が２９５円７５銭、月額にいたしますと４,９７３円９８銭となり

ます。 

現行給食費との比較でございます。１食単価の差額は１７円４３銭と

なります。月額でございますが、平成２４年度の月額単価は４,６０４円

９３銭でございましたが、こちらも１８２回の給食回数で計算したもの

となっており、昨年度から給食回数が１８５回となりましたことから、

３回分を足して月額を計算しております。そうしますと月額は４,６８０

円８３銭となります。案の１の月額は４,９７３円９８銭でございますの

で、差額は２９３円１５銭となります。 

次に、案の２でございます。案の２につきましては、《想定２》を基準

にしながら、次の内容で想定価格を作っております。 

牛乳につきましては、《想定２》で積算しておりますので、案の１と同

じ金額になります。 

主食につきましては、《想定２》を基にしながら、平成２７年度と同様

のメニューを想定して作っております。先程の案の１では、主食を１週
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間、白飯３回、食パン１回、地粉うどん１回で積算しております。“かわ

りご飯”とか、バターロール、黒パンといった食パン以外のパンを出す

ことは一切想定されておりません。ですが、実際の給食では、たまにそ

ういったメニューも出しておりますので、こちらの《想定２》では、平

成２７年度と同じメニューを提供した場合として想定した内容となって

おります。 

副食ですが、こちらも平成２７年度をベースにしております。小学校

の方で申し上げますと、平成２７年度の単価は１３５円１６銭でござい

ました。これに物価上昇率を掛けたものとなっておりまして、平成２８、

２９、３０、３１年度と４年間２.３％ずつ掛けたものとなっております。 

そのような考え方で想定いたしますと、小学校は、牛乳が５３円２８

銭、主食が４９円１６銭、副食が１４７円５９銭、１食あたりの単価が

２５０円３銭、月額にいたしますと４，２７３円２４銭となります。 

主食について、案の１と比べてみますと、案の１は、白飯、食パン、

地粉うどんのみ。それに対して、案の２では、それ以外のものも含んで

おりますことから、案の１より若干高い金額となります。副食につきま

しては、計算の方法が異なっておりまして、やはり案の２の方が高くな

っております。 

現行給食費との比較でございます。案の２では、１食単価２５０円３

銭となっておりまして、差額は１９円６銭となります。月額は４，２７

３円２４銭となりまして、差額は３２５円７６銭となります。 

中学校の方でございます。こちらも小学校と同じように積算いたしま

して、牛乳が５３円２８銭、主食が６４円７３銭、副食が１８４円５９

銭、１食あたりの単価が３０２円６０銭、月額にいたしますと５，０８

９円１８銭となります。 

現行給食費との比較でございますが、１食単価は３０２円６０銭とな

っておりまして、差額は２４円２８銭となります。月額にいたしますと

５,０８９円１８銭となりまして、差額は４０８円３５銭となります。 

最後５ページの中段（３）案の３でございます。こちらは平成２９年

度以降の価格見込み《想定１》、高い方の《想定１》を基準に積算したも

のとなっております。こちらも１週間の主食を白飯３回、食パン１回、

地粉うどん１回で積算したものとなっておりまして、“かわりご飯”、バ

ターロールなどは使わないという想定になっております。 

小学校でございますが、牛乳は５４円８７銭、主食は４９円８銭、副

食は１６０円８４銭となります。１食あたりの単価は２６４円７９銭と
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村田会長 

 

 

 

 

 

 

赤岩課長 

 

村田会長 

 

なりまして、月額にいたしますと４,５２５円５０銭となります。 

現行給食費との比較でございますが、案の３では、１食単価２６４円

７９銭でございますので、差額は３３円８２銭となります。月額にいた

しますと４,５２５円５０銭となりまして、差額は５７８円２銭となりま

す。 

中学校でございますが、牛乳は５４円８７銭、主食は６４円１８銭、

副食は１９８円８４銭となりまして、１食あたりの単価は３１７円８９

銭となります。月額にいたしますと５,３４６円３３銭となりまして、現

行給食費との比較では、１食単価３９円５７銭、月額にいたしますと６

６５円５０銭の増となります。 

以上３案作ってみましたが、委員の皆様におかれましては、この３つ

の中から選んでいただくのではなく、この３つの案を基にいろいろとご

検討いただきまして、ご意見をいただきたいと思います。 

特に案の３につきましては、今後の想定価格を計算して作ったもので

ございますが、非常に高い価格設定となっております。実際にこの金額

にいたしますと断トツで県内トップの価格となります。 

案の３につきましては、ちょっと現実的ではないなと思いますが、こ

のような計算をいたしますと、こうした金額になりますということで案

を示させていただきました。 

繰り返しますが、委員の皆様には、この３つの中から選んでいただく

のではなくて、このような考え方をすると、このような金額になります

というところで、いろいろとご意見をいただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

はい。大変詳細なご説明ありがとうございました。事前にお配りされ

た資料の説明もございましたが、今日の協議では、ご質問をいただきな

がら、また、時間の許す限りではございますが、最終的に４ページ５ペ

ージに案の１、２、３がございますので、それについてもいろいろと各

委員さんのお立場からお話をいただければありがたいと思っておりま

す。 

 

会長、よろしいですか。 

 

どうぞ。 
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前回の会議の際に、現行の給食費で調理をするにあたって、現場では

どのように苦労しているのか、そういったことも聞かせていただければ

というご意見がございましたので、簡単に鷲宮学校給食センターの例で

ご説明させていただきたいと存じます。 

 

はい。お願いします。 

 

鷲宮学校給食センター所長の深谷と申します。学校給食における食材

費の状況についてご説明申し上げます。 

まず、学校給食の献立でございますが、各学校給食施設に配置されて

おります栄養士が献立を作成しております。 

作成にあたりましては、エネルギー、たんぱく質、カルシウム、鉄分、

ビタミン等の栄養摂取基準が定められておりますので、これらの基準を

満たす献立を作成する必要があります。その上で、さらにカルシウムや

鉄分など家庭で摂取しにくい栄養素を多く組み入れ、将来にわたって望

ましい食習慣となるよう配慮し、できるだけ変化を持たせ、しかも地場

産を活用しながら安価なものをという高度なバランスをとりながら献立

を作成しております。 

次に、給食用食材の選定方法でございますが、安全で良質な食材を確

保するため、教育委員会では、久喜市学校給食用物資選定委員会を設置

しております。 

この物資選定委員会は、教育部副部長、学務課長、菖蒲及び鷲宮学校

給食センター所長、栄養教諭３名、全農食品、行田福祉センターの職員、

計９名の委員で構成されております。 

内容でございますが、市内各学校給食施設において共通に使用する学

校給食用食材を複数の業者から提出された食材のサンプル及び見積書に

より、品質・安全性・価格等を考慮し選定しております。 

平成２７年度の後期分１０月から３月分で申し上げますが、物資選定

委員会で選定している食材は、しょうゆ、ソース、ケチャップなどの調

味料やほうれんそう、ブロッコリー、さやいんげんなどの冷凍野菜、あ

さり、煮干し、鰹節などの魚介など、合計１１１品を市内の統一食材と

して選定いたしました。 

また、市内の統一食材に入っていない食材及び生鮮類である野菜や卵

などにつきましては、各給食施設単位で選定している状況でございます。 

これからは、鷲宮学校給食センターに限り申し上げます。当給食セン
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ターでは、市内児童生徒の３分の１にあたります約４，０００食の給食

を作っております。 

平成２４年度、平成２５年度につきましては、保護者からいただいて

おります給食費で食材が賄えておりました。しかしながら、平成２６年

度、平成２７年度につきましては、食材の予算に不足が生じてしまった

状況でございます。 

理由といたしますと、平成２６年４月に消費税が５％から８％に改定

されたこと。さらに、消費税改定後に物価が高騰したことにより、削減

することに限界を生じたためでございます。 

当給食センターでは、平成２６年４月の消費税率５％から８％の改定

に伴い、年間の給食費約１億６，８００万円の３％、約５００万円を削

減する必要があり、主に３つの取り組みを実施いたしました。 

一つ目は、栄養価に配慮しながら食材料費が安くなるような献立を作

成するようにいたしました。 

二つ目は、食材の選定です。本来、値段・味・形・香・色等さまざま

な観点から審査を行い決定すべきでございますが、地場産の使用をある

程度維持しながらも、価格を最優先して決めるようにいたしました。 

三つ目は、デザートの回数を少なくいたしました。 

その結果、消費税増税分約５００万円につきましては、概ね削減がで

きたものと考えております。 

しかしながら、物価高騰分まで削減することができなく、最終的に約

３００万円が不足となってしまった。という状況でございます。 

また、平成２７年度につきましても、同様の削減努力をいたしました

が、不足が生じている状況でございます。 

簡単でございますが、鷲宮学校給食センターにおける食材の状況につ

いて説明させていただきました。よろしくお願いいたします。 

 

はい。ありがとうございました。実際の給食センターでの苦労だとか

工夫だとかを加味しながら皆様にはご検討いただきたいと思います。 

まず、これまでのご説明や資料の中でご質問がございましたらお願い

いたします。 

 

－意見なし－ 

  

 



 

- 21 - 

 

村田会長 

 

 

奥野委員 

 

 

 

 

村田会長 

 

深谷主幹 

兼所長 

 

 

 

 

奥野委員 

 

村田会長 

 

大濵委員 

 

 

 

 

 

田口課長補佐 

兼係長 
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説明の中でここをもっと詳しく聞きたいとかありましたらお願いしま

す。 

 

一つよろしいでしょうか。今の給食センター所長のお話の中で、最終

的に赤字といいますか不足の計上をされているとのことでございました

が、それは会計上赤字として載せているというような理解でよろしいで

しょうか。 

 

お願いします。 

 

それでは、私から説明させていただきます。平成２６年度、平成２７

年度につきまして、市の予算、市の一般財源から支払ったということに

なります。給食費から賄材料費は出すことになっておりますが、急激な

物価の高騰等がございまして、急遽市の予算の方から支出したというこ

とになります。 

 

わかりました。ありがとうございます。 

 

他にいかがでしょうか。 

 

すみません。細かいご説明ありがとうございました。ちょっと伺いた

いのですけれども、消費税が上がったことでだいぶ苦しくなったという

お話がありまして、来年の４月から消費税が上がる予定、延期になるか

も知れませんが、今予定されておりますけれども、この試算の中では来

年度以降の消費税の分は計算されていないのでしょうか。 

 

軽減税率ということで現行どおりの税率で積算しております。 

 

 

軽減税率ということで８％ということですね。 

 

はい。 
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軽減税率になるかもしれないということで、はっきりとは決まってい

ないですよね。 

 

今、軽減税率のお話が出ておりますが、確定ではございませんので流

動的な部分はありますが、例えば、考え方といたしまして、単価といた

しましては、税抜きで単価を設定して、それに税を掛けた形で試算して

いただく、そういった決め方もあるかと思います。 

 

また高くなった時に大変なことになるかなとちょっと心配しておりま

す。 

 

他にいかがでしょうか。 

 

すみません。今、細かい話をされて、給食センターでは赤字が出てい

るわけですけれども、実際の給食費の集金の方はいかがですか。未収金

は出ているのですか。未収分で赤字の補填はできるのでしょうか。その

へんはわかりませんか。 

 

 基本的には、未収分が払えれば補填できるというわけではございませ

んで、いただいたお金イコール出て行くお金という考え方で給食費は賄

っておりますので、いただけなかったものが支払われれば不足分をそこ

で補填されるというそういう仕組みにはなっておりません。 

 

他にお聞きしたい点はございますでしょうか。 

 

すみません。実際にお子様が給食を食べていて、残量というのですか、

そこのあたりはどうなっているのでしょうか。皆さん全部食べている状

態ですか。だいたいで結構です。 

 

鷲宮給食センターの残量でございます。本日は詳しい資料を持ち合わ

せておりませんが、毎月集計をしておりまして、約１２～１３％の残量

が出ています。 

 

学校でも残量を少なくしようということで、クラスで全部食べたら「完

食賞」を出すとか、無理にではなくて、中学生なんかはいっぱい食べた
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深谷主幹 
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いという子もいますので、そういった形で学校でも少しでも残量を少な

くしようという取り組みをいろいろな形でしています。 

 

追加でよろしいでしょうか。残量は１２～１３％ということですが、

内容でございますけれども、一番残量が少ないのがパンでございます。

次が麺です。一番残るのがご飯です。ご飯の中でも特に残るのが白いご

飯です。かわりご飯、たけのこご飯であったり、酢飯であったり、そう

いった混ぜご飯については、ほとんど食べていただいております。 

パンにつきましても一番安い食パンは結構残量が出ます。メロンパン

とか、揚げパンとか、そういったパンについてはほとんど喫食されてい

ます。 

 

他にございましたらお願いします。 

 

先程、消費税のところで、消費税分の５００万円を市の努力でなんと

かしてくださったということですけれども、その努力の中で実際に児童

生徒が食べるもの、影響っていうのか、実際の話どうなのか。流通の関

係だとかで削減したとしても実際に出てくるものに対して影響はなかっ

たのかというのが一点と、試算の中の数字でも先程税金が上がったとき

の税抜き価格を基準として何％といった試算をするというお話を聞きま

して、それは理にかなっているなと思ったのですけれど、ここで出てく

る数字といいますのは基準となっておりますのが税込みの価格ですよ

ね。基準となるものがどちらなのか、そのへんがあやふやな感じがする

んですね。そこをはっきりとしたものを出していただいた方が逆にわか

りやすいのではないかなと思うのですね。あまり変わらないのかもしれ

ませんが、そこの２点をよろしくお願いします。 

 

先程、消費税を５００万円削減しましたということで、お話をさせて

いただきました。実際の影響でございますけれども、食材については、

例えば、野菜につきましては、比較的安いもやしを多く使うとか、ある

いは、エビフライやヒレカツといったものにつきましては、１つ１００

円以上の金額がしますけれども、そういったものは、なるべく使わない

ようにして献立を立てるなどしてまいりました。食材の価格を最優先と

いうことでございますけれども、国内産につきましては、どうしても金

額が高くなり、金額が安い外国産を使うこともいたしました。デザート
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の回数も大幅に削減いたしました。そのことによりまして各学校の児童

生徒の方から「最近給食が淋しいな」といった意見が聞かれます。そう

いった状況です。 

 

大谷委員さんの消費税の関係でございますが、これは考え方でござい

まして、とりあえず、今、案としてお示ししておりますのは、現行の副

食費が消費税を含んだ形になっておりますので、消費税を含んで積算し

たものとなっております。先程、ご意見がございましたように、消費税

率が変わる度に給食費の改定をしていくのか、そういった議論も当然出

てまいりまして、現在、消費税を上げる、上げないといった話題もござ

いますので、そういったところを考慮していただきました上で税を含ん

だ形での価格設定がいいのか、あるいは、抜いた形での価格設定がいい

のか、その点も含めて皆さんにご検討いただければと考えております。 

今回、案の１番最初のところで適用する期間をとりあえず３年といっ

た形でご提出させていただいておりますけれども、この３年間というの

も物価変動の率だとか消費税だとか外的要因によって左右される度に変

わるのか、あるいは、ある程度長期的な見込みに立って価格を設定する

のかといったことも含めて３年というのが適当なのかといったところで

の１つの叩き台としてのご提示でございますので、そのへんを踏まえた

上で皆さんにご検討いただければと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。 

 

はい。ありがとうございます。 

 

給食費の改定ということで価格のことが大切というのは分かるのです

が、その前に献立の組み合わせとか栄養価とかそのへんのところを見直

していくと、鷲宮学校給食センターの献立だと今時カリフラワーを使っ

ていますけど、そういう細かいところも出てきますし、久喜地区Ａコー

スの献立のところで小学校は非常にエネルギーが高いということはどの

ような食材を使っているのか、いろいろと細かいところが安くして気に

なっているのですが、主食と牛乳の価格だけなく、副食の内容も検討し

ていったらもうちょっと違うものが出てくるのかなと気がするのですけ

れどもいかがでしょうか。小池さんあたりいろいろと知っていると思う

のですが、ちょっと気になりましたもので。 
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清野委員 

 

 

小池主査 

 

 

 

清野委員 

 

村田会長 

 

梅原委員 

 

 

 

 

 

小池委員 

 

久喜市教育委員会栄養士の小池です。清野委員さんのご質問ですけれ

ども、物資選定委員会というものを先程説明させていただきましたが、

ほとんどの物資がその中で選定されて安価なものを選んでおります。 

カリフラワーとかに関しましては、生のものは旬の時期しかお安く手

に入らないので、その他に関しまして使っている時は冷凍物になってし

まうことがあります。その方が物価といいますか、一年間安定しており

ますので、今、栄養士さんの立場からこの時期にカリフラワーはいらな

いのではないかというご質問だったと思うのですけれども、価格に関し

ては季節感を出すというのも確かに食育の１つの考え方がありますが、

献立の内容につきましては、栄養価からみると入れなければいけない野

菜といったものがありますので、単純に旬のものだけ、地のものだけで

は使えないといったことがありますので、そこは各地区の栄養士さんが

この給食費の中でこれは使いたいといったものがあるので、そこを工夫

してこういう献立になっているのだと考えております。よろしいでしょ

うか。 

 

食材の選定はわかったのですけれど、献立の立て方ももうちょっと工

夫してもいいのかなと思ったのですね。 

 

その件につきましては、各地区に献立の検討委員会というものがござ

いますので、各栄養士さんに今回このようなご意見がございましたと伝

えておくようにいたします。よろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

はい。ありがとうございました。 

 

中学校で、今の牛乳の量は小学校と同じですよね。値段をこれから改

定する時期だからご質問するのですけれど、飲み方はどうなのでしょう

か。足りているのか、足らないのか、それともいつも余らせているのか。 

中学校についてそのあたりわかりませんか。大きいのを飲んでいるとこ

ろもありますよね。 

 

牛乳に関しましては、夏場はよく飲まれております。これからの暑い

時期には残さず全部飲んでくれているようです。ただし、一年間同じ量
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松永委員 
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兼所長 

 

 

 

  

 

 

松永委員 

 

 

で提供いたしますと冬場はびっくりするほど残ってしまいます。 

ですから、栄養士の立場からは、牛乳は一年間量を固定しないで、お

金に余裕があれば牛乳プラス何か他に水分補給できるものを出したいと

いうことをどこの栄養士さんも言っております。２５０ｃｃの牛乳では

やり繰りできないのでスープを付けたりとか水分補給に関しては工夫を

されているようです。 

栄養価についてですが、牛乳はカルシウムが一番取れる食品なので、

カルシウムの量も国で定められた基準がありまして、それは牛乳２００

ｃｃでも規定を満たされており、どこの地区の給食でも国で決められた

基準はクリアしておりますので、その点はご安心いただいてよろしいか

と思います。 

 

はい。ありがとうございました。他にございますか。 

 

消費税が５％から８％になった時点で何も変わっていないわけですよ

ね。税制改正って何年も前から政府の方から話が来ていると思うのです

が、その時に税率が上がるというのが予測可能な時点で何か手は打たな

かったのかなと、ちょっと時期を空けすぎたのかなと思うのですが。 

 

８％になるときに何故上げなかったのかということですね。 

 

 

その前に情報は持たれていたかと思うのですが。 

 

平成２４年度に給食費の統一をいたしました。その後、平成２６年４

月に消費税が５％から８％に引き上げられるときに教育委員会の中で給

食費の値上げを検討いたしました。その際に、平成２７年１０月に８％

から１０％に引き上げられるという話がありましたので２年連続で給食

費の値上げとなりますと保護者や学校の理解を得られにくいという判断

から値上げを見送りました。その後、消費税率の引き上げが延期されま

して給食費を改定する時期を逸してしまいました。 

 

統一も含めて消費税率の増税も同時に考えられなかったのかなと思う

のですが。 
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赤岩課長 

 

平成２４年度に給食費を統一したときは、消費税率は５％でしてその

ような情報はなかったと考えております。 

 

ただいま、経緯について説明がございました。他にいかがでしょうか。 

 

－意見なし－ 

 

ご質問をいろいろと出していただいたわけでございますけれども、今

日は、先程、事務局さんからの説明にもございましたように、資料４ペ

ージ５ページの給食費案の１、案の２、案の３というところについても

これとこれを一緒にするとかいったことも含めて今後の審議会の中で正

式に決めるわけでございますけれども、後半は案の１、２、３について

のご意見をいただければ、修正案を作る上でも参考になるかと思います。 

今日、はじめて聞いたところでの感想とか、ご意見といったところに

なるかと思いますけれども、それぞれの立場からご発言いただければと

思います。いかがでしょうか。 

 

資料の確認なんですけれども、４ページ下の方の案の２のところに副

食で平成２７年度実績に物価上昇分を上乗せしたと書いてあるところ

は、結局、平成２７年度時点で既に保護者の負担額を超えているので、

平成２７年度に実際にかかった金額を基準に考えるということですね。 

 

はい。そのとおりです。 

 

 

わかりました。 

 

もう１つお聞きしたいのですが、今、消費税率１０％の話が出てきた

わけでございますが、軽減税率って言葉も出てきておりますよね。そう

すると各家庭で食材を買う場合に働きがあるわけでございますけれども

給食のような大きな沢山使うところが買う場合でも軽減税率ってのは可

能なんですか。 

 

その点に関しましては、今のところ未確定でございまして何とも申し

上げられないところでございますけれども、適用になるという想定でも
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よろしいのかなと思っております。 

 

ただいま、案の１、２、３を説明していただいたわけですけれども、

例えば、これら３つの案以外とか、これとこれと合わせるとか、修正す

る案を入れた方がいいというご意見があれば今日伺って次回の審議会に

事務局さんから用意していただこうと思うのですがいかがでしょうか。 

 

－意見なし－ 

 

確認ですが、案の２では、現行の“かわりご飯”だとかバターロール

とかがあるのに対して、案の１のメニューでは白いご飯だとかでそのよ

うなものは含まれていないということでよろしいですね。 

 

はい。案の１については、白いご飯、食パン、地粉うどんだけの積算

で、“かわりご飯”やバターロールなどは含まれておりません。 

実際には“かわりご飯”やバターロールといった違うパンも食べてお

りますので、主食の費用はもう少し追加しないと駄目かもしれません。 

 

“かわりご飯”だとかが出せなくなってしまうということなんですけ

れども、白いご飯を食べるということも食育の面ではとても大事なこと

だと思うのですが、やはり喫食率が下がってしまい、残りが増えてしま

うというのも困るので、白いご飯の日もあれば、混ぜご飯の日もあると

いういろいろなバラエティで出せるような余裕をもった予算がある方が

いいのかなと思います。 

実際、昨年とかデザートがなくなったというお話もありまして、子供

たちにとっての楽しみの面においてもどうなのかというのがあります。

少し余裕をもった方が、今後の食品の件はどうなるか分かりませんが、

物価が高くなったり、安くなったり、特に野菜なんかそのときの気候に

よって、年によって違いますので、あまりギリギリではなく、少し余裕

をもった予算の方がいいのかなと思います。 

ただ、保護者の方にとっては急な金額の上昇はやはり抵抗があるのか

なというのもあります。案の２だと中学校では月額で５,，０００円を超

えるというのが今までの金額よりもだいぶ上がった印象があるのかなと

思うのですがいかがでしょうか。 
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大濵委員 

 

村田会長 

 

根本委員 

 

そうですね。それぞれのお立場からご意見をいただければと思います

が、他にいかがでしょうか。 

 

金額の関係で１つ申し上げますと、給食の意義といたしまして食育と

いうものがございます。その中の一環として地産地消というのが重視さ

れておりまして、どこの自治体でも積極的に取り組んでおり、本市にお

きましても地産地消を推進しているところでございます。 

ところが、金額に関して申し上げますと、地産地消というのは少しや

っかいな部分でございまして、やはり一般の市場価格よりは高めになる

傾向がございます。ただ、給食を提供する意義といたしましては、そう

いったものを勧めていきたいという部分がございますので、やはりその

へんはこだわりたい部分でございます。多少余裕をもった金額というの

もやむを得ないのかなと考えております。 

今、給食費が足らないという現状がありまして、そのへんのやり繰り

をするには市内産の食材の比率を下げなくてはならないといった部分も

生じてきています。こういったことは全国的にどこでも取り組んでいる

ところでございまして、栄養士さんなどから「給食を通じて食育が出来

なくなってしまいますよ」といったご意見もよく聞いているところでご

ざいます。そのへんも加味していただきたいということと、本日の資料

として付けております埼玉県内の自治体の状況に価格が載っております

のでそちらとの比較なども考慮された上でご検討いただければありがた

いと思います。 

 

あまり時間もございませんが、今日の時点で３つの案についてご意見

などを伺いまして、それを基に次回また検討していきたいと思います。 

大濵委員さんは、先程おっしゃられた案の２に少し余裕をもってとい

うご意見と中学校で５,０００円を超えてしまうというのはどうかとい

うご意見ということでよろしいですね。 

 

はい。 

 

それでは、根本委員さん、いかがでしょうか。 

 

私も案の２がいいかなと思います。やはり皆さんに給食を食べていた

だくことが大事だと思います。食べ残しとかがあるのはちょっと。 
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村田会長 

 

大谷委員 

 

 

中学生についても５,０００円になってしまうことは仕方がないかな

と思います。１食３０２円で毎日食べられれば私なんかは有り難いなと。 

私なんかはもう孫の世代になってしまって子供はおりませんけれど

も、私はこれでやっていただけたら有り難いと思います。 

 

はい。安藤さん、お願いします。 

 

私もこの中では、案の２が一番理解が得やすいというか、分かりやす

いと思います。と言いますのは、消費税が上がるとか、物価が上がって

いるとか、それはもう保護者の皆様は承知のことですので、給食費の値

上げにつながるということは当然のことだと捉える方が多いのではない

かと思うので、毎年一年ごとに値上げしていくとかになりますと問題で

すが、物価が何年間でこれだけ上がっているのだからという明確な理由

であれば、やはり給食費の値上げというのはやむを得ないところだと思

います。 

１つ質問なんですが、給食費を統一したときに値上がりした地域があ

ります。鷲宮も少し上がったように思いますけれども、給食費を値上げ

することによってクレームというか苦情というか、そういったものは出

るものなんですか。 

 

菖蒲の方はなかったと聞いています。菖蒲は一番上がったのですがな

かったと聞いています。 

 

鷲宮も上がっておりますが特にそういった苦情はなかったと聞いてお

ります。お支払いただける方については、今、安藤委員さんがおっしゃ

られたように納得された上でお支払されていると思いますので、極端な

値上げでもない限りはそういったことはないものと思っております。 

 

ありがとうございます。 

 

それでは、大谷委員さん、お願いします。 

 

今までの価格の変動、つまり消費税であったり、物価の上昇であった

り明確な理由があるのであれば、保護者としては当然食品の材料につい

ては私達が負担しなければいけないと決まっていることですからそれは
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村田委員 

 

 

 

大谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

 

 

仕方ないと思います。 

あともう１つ。そういう状況の中で、どのような努力をしてきてこう

いう状況になっているということを分かった上で「じゃあこれくらいだ

ったら仕方ないな」という道筋というか、納得できるような周知の努力

が必要なんじゃないかと思います。 

確かに５,０００円というのは抵抗があるといいますか、急に高くなっ

たなという印象があるにせよ、やはり５,０００円かかるんだ、５，００

０円かかるのは仕方ないので、そちらの方が大切ではないかと思うので

す。 

納得していただく努力というか、文言であったりとか、プリントを配

るにせよ、そういったところにどういったものを載せるとか、それで理

解を得られるか。例えば、私が会長の立場で「今度こういう話があって

こういうような値段になるんですよ」という話をするときにもそういう

材料があった方が「そうだよね」という納得が得やすいです。いきなり

理由もなしにというか、そういう状況で上がってしまえば５,０００円だ

ろうが１００円上がろうが理解は得がたいと感じております。以上です。 

 

周知のときに根拠といいますか、そういったことが大事だということ

ですね。ありがとうござました。大谷委員さんは、案の２がベースです

か。 

 

ベースですか。そうですね、この中でということであれば案の２にな

るのかなと思います。 

もう１つすみません。想定１、２の中で、副食の価格の算出方法が想

定１の方は平成２４年度から遡って２.３％ずつ上がって行った平成３

１年度の価格。想定２の方はそれをやらずに現在から３年間の中の２年

間を取っていると。ここの差が想定の中で特に中学校では２０円近く違

いますよね。そこがちょっと引っかかるところではあります。 

まぁ、計算の仕方としては妥当であるというのは良く分かります。た

だ、価格の差として何か他にあればなと。差が大きいだけに感じました。 

 

副食の価格設定で何か他に案があれば後でお示しいただきたいと思い

ます。ありがとうございました。 

では、松永委員さん、お願いします。 
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松永委員 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

長谷川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

梅原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田会長 

 

奥野委員 

 

 

多額でもなく、小額でもなく、基本的には子どもたちが残さず全部食

べてくれればよろしいのかなと思いますので、今回は高くなりますけれ

ども値上げの方はよろしいのかなと思います。 

案としては、多額でもなく、小額でもなく、作り手も食べる側も納得

の上で範囲内であればよろしいのかなと思います。 

 

はい、ありがとうございました。長谷川委員さん、お願いします。 

 

案の２か３しか選べないのかなと思うのですけれど、どこまで上がる

か分かりませんが、３まで値上がりしてしまってもやむを得ない状況で

あれば上がっても仕方ないかと思うのですけれど、保護者がもし上げま

したというときに一番献立を見ると思うのですよ。そうなったときに「こ

れで上がったの」となってしまうような献立になってしまうと、ちょっ

とと思うので、今の時点で入間市と比較できるくらいメニューのバリエ

ーションがこんなふうに出せるんだなぁと思えるということは、この値

段としても考え方としてはいけるのかなと思うのでそちらも考えていた

だけたらなと思います。 

 

はい、そうですね。それでは、梅原委員さん、お願いします。 

 

私も仕方ないなと思いました。案の２を基準にして考えてもらうしか

ないのかなと思います。 

先程、前回の値上げの話がありましたが、そのときも委員に入ってお

りましたもので、その後、献立が変わりました。例えば、鷲宮なんかを

見た場合、回数も増えていますよね。３回くらい増えているのではなか

ったかな。 

そうすると、値上がりした分、十分差し引いていますよね。このとき

の値上げは。おそらく、そういう記憶があるのですけれど。案の２を基

準にして考えていただくしかないのかなと感じます。以上です。 

 

ありがとうございます。奥野委員さん、お願いします。 

 

やはり算出方法という意味でもたぶん案の２のあたりが一番皆さん保

護者の方も納得がいく内容なのではと思うので、私もそこでいいのかな

と思うのですけれど、やはり、先程、長谷川委員さんもおっしゃってい
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たように消費者としては同じものを買うときに高い物を買ったらそれな

りのメリットがあることを当然要求するというか希望を期待しますよ

ね。なので、期待を裏切らないようにしなくてはいけないのかなという

ところがもの凄く大変だということは、今、現状、栄養士さんとかのご

苦労を考えても大変なものがあると思うので、いっそ案の３の金額にバ

ーンと上げてこれでもかということができるのであれば、それで納得し

ていただけるのであればそれでもいいのかなと思うのですけれど。 

まぁ、金額的に毎月の負担を考えたときにそこまでというのがあり、

バランスがあるでしょうから、やはり案の２と３の間あたりを行きつ戻

りつしながらどちらにもいいような金額の状態が考えられるのが最高な

のかなと思います。 

 

はい、ありがとうございました。清野委員さん、お願いします。 

 

私も案の２くらいでいいのかなと思いますが、少し余裕をもっていろ

んなパンが出たり、いろんなご飯が出たりした方がいいのかなという気

がしています。 

給食費が上がったとか、上げるとかいった話が保護者から出るのです

が、そのときに若いお母さんは食材費だけを負担しているのを知らなく

て、「電気代だとか光熱水費とかもみな払っていると思っている」という

話を聞いたことがあります。 

給食費を上げるときに説明会があると思うのですが、そのときにＰＴ

Ａの方にお話をした方がいいのかなと思っているのが１つと、給食費の

問題ではありませんが、食べず嫌いの子供たちもいるので、栄養教諭の

指導を教室でもう少しやっていただいて食べられるように指導があると

いうか、しているような人もいるようですが、皆さんがしていただける

ようになると子どもたちが給食をもっと美味しく食べられるのかなと思

っています。 

 

ありがとうございました。皆様方からご意見をおっしゃっていただき

まして、大方案の２を基準にしてということ、副食の想定の取り方を少

し吟味していただけるというようなご意見、案の２と３の間であるとい

うご意見、また、少し余裕を持たせてというご意見も何人かの方からい

ただきました。 

あとは、給食費を上げた後の周知・説明といったご意見、給食費はこ
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川羽田主幹 

 

 

 

うなっているんだという現状も含め、またこのように行っていくという

ことを含めて進めていただけたらというご意見もございました。 

今日は、結論はまだなんですけれども、事務局さんの方には修正案等

を案の２を基準にお示しいただきまして、また審議してまいりたいと考

えておりますがよろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

その他にこういった資料が必要だという事務局さんへの要望があれば

よろしいでしょうか。 

 

すみません。こういう資料といったものではなく、これはお願いなん

ですが、前回、給食費の改定の話が出たときに、全市的に統一した献立

を作るということでバリエーションのある献立を作っていくことは、子

供たちにおいしいものを食べさせるために必要だと思うのですね。 

そうすると各学校給食センターに差がありすぎるのではないかなと市

民として感じるわけです。だから、そういうことを考えると、古い４０

年以上も経っているような学校給食センターは早く造り替えるとか、そ

ういったことも考えてもらわないと、こういうところでいくら給食費を

改定しても良いものは出てこないと思うのですね。悪いところに合わせ

ていったら。ですから是非そのへんを事務局としては骨を折っていただ

きたいと思うのですよ。よろしくお願いいたします。 

 

はい。その他よろしいでしょうか。 

 

－意見なし－ 

 

それでは、本日の議事はこれで終了とさせていただきます。 

これをもちまして議長の任を解かせていただきます。 

ご協力ありがとうございました。  

 

村田会長、どうもありがとうございました。 

また、委員の皆様には長時間にわたり、慎重なご審議、誠にありがと

うございました。 

それでは、次第の４ その他 ということで、私の方からご連絡を申
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し上げます。 

次回の審議会につきましては、６月下旬から７月上旬頃の開催を予定

しております。皆様には改めてご案内を差し上げたいと存じますので、

よろしくお願いいたします。 

それでは、本日の審議会を閉じるにあたりまして、安藤副会長からご

あいさつを頂戴したいと存じます。 

安藤副会長、よろしくお願いします。 

 

給食の時間というのは、やはり子供たちにとってただお昼ご飯を食べ

るというのではなくて、クラスメイトと一緒に同じものを食べながら楽

しく過ごす授業とは違った大切な時間だと思います。改めて献立を見さ

せていただきまして、毎日バラエティにとんだメニューを工夫していた

だいておりますので、保護者としてもとても有り難いと思います。 

これから先も久喜市の子供たちが楽しみに給食の時間を待ち遠しく思

ってくれるような時間を過ごせるように私も保護者として協力していき

たいと思います。本日はありがとうございました。 

ありがとうございました。 

それでは、以上をもちまして、本日の会議を終了させていただきます。 

本日は、どうもありがとうございました。 

 

会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。 

 

  平成２８年６月２３日 

久喜市学校給食審議会 

              会 長  村 田 文 雄 

              委 員  長 谷 川 智 美 

 

 


